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日本植物形態学会が創立以来 30年を迎えたとのこと、真におめでとうございます。学会本

部より、学会設立に関係した者の一人として、設立当時の模様を書くようにとのお話があり

ました。個人的内容も少し含むので恐縮ですが書かせて頂くことにしました。一部記憶が薄

れているところがあるかと思います。ご指摘頂ければ幸いです。 

手元にある最も古い形態学の教科書、1958年発行の濱健夫著「植物形態学」の中で、ミト

コンドリアはコンドリオゾーム、核小体は仁です。研究者が植物を使う時、ここで見られる

ように植物細胞の基本を述べ、植物特有の多様な現象に興味を抱き研究を進めるのも一つの

あり方でしょう。一方筆者は座右の書として 1958 年発行の湯浅明著「細胞学」を使ってきま

した。植物は交配し易いエンドウマメによる遺伝学の研究を基盤に、ゲノムサイズが大きか

ったこともあり、根端分裂組織を使った染色体の細胞遺伝学的研究が盛んであったように思

います。筆者も、細胞・細胞小器官(オルガネラ)の分裂/増殖と遺伝の研究に最適な研究材料

として、植物(藻類)を扱ってきました。解析法の基盤に「形態（観る）」が必須でした。我々

の古くからの仲間であった植田勝巳先生のことを、野口哲子先生が述べておられます。「植田

先生は数回危篤状態になられましたが，目覚められた時に、奥様に何をしていたかを問われ

ると、“電子顕微鏡を見ていた”“暗室で写真を焼いていた”などと答えられたそうです。2006

年に研究活動の終了を宣言されましたが、魂は最後まで研究者であり続けられました。」先生

は電子顕微鏡の大家でいらっしゃいましたが、先生が残された論文と共に、観ることに魅せ

られた先生の深い思いが伝わってくる逸話ではないでしょうか。 

 

 

背景： 

筆者も形態学的解析をベースにおいた研究に魅せられた一人であろうと思っております。

形態学的研究を基盤に研究を推進して来たのは、形を観て発見することが個性でもあります

が、その成果に説得力があると思うからです。東大医学部の廣川信隆先生がツァイスの記念

講演会の講演で「百聞は一見に如かず」を強調されていましたが、強く同感を覚えました。 

高校で結核に罹患し、すべての活動が停止後、回復期に見えた微かな将来に、子供の頃か

らの遊びの延長として、生物の研究者を夢見ました。研究課題を選択するにあたって、生物

に共通性の高い課題として、細胞の分裂/増殖を選びました。予備校の先生に相談すると、そ

の分野としては米国で長らく研究をされ、東大臨海実験所から東京都立大学に移られた団勝

磨先生がおられると教えて頂きました。団先生は D・メイジャー先生と、研究材料として細

胞が大きく細胞分裂が見易いウニ卵を開発され、使っておられました。今でも先生が黒板に

描かれた大きなウニ卵の分裂像が目に浮かんできます。昼夜の授業でも個人的にも先生は、

「研究者になるなら、あまり他の人がやらないことをやりなさい」とも言われ、そのために

は「研究に適した材料の選択」、「新たな技術の開発」が必要だと言っておられました。また



この頃、実習中に T.ドブジャンスキー先生が見え、「研究の成果を進化的に考察すること」

の重要性を語られました。この時の両先生の教えは生涯の研究の基範となりました。しかし

1950 年後半から 1960 年代は分子生物学の黎明期で、ほとんどの学生や先生方は大腸菌、ア

カパンカビ、酵母など微生物を使って、遺伝子/分子生物学的研究を開始していました。 

しかし“形に拘る性格”であったこともあり、卒研では勝手に、動物細胞よりゲノムサイ

ズが大きく、染色体が太く観察し易いタマネギの根端分裂組織の体細胞分裂や、近くの農林

高校で培養していたユリの株を頂き減数分裂を、光学顕微鏡と電子顕微鏡で観察をはじめま

した。それを見かねた他の研究室の先生が、細胞遺伝学的研究をしたいのなら、東京大学理

学部植物学教室の遺伝学研究室（田中信徳教授）が良いと教えてくれました。そこで大学院

では田中研に移り、染色体が 3 本のキク科植物のクレピスの根端細胞を使って、細胞周期に

おける染色体の複製/動態を、光学顕微鏡オートラジオグラフィーと、新たに開発した超高分

解能電子顕微鏡オートラジオグラフィー法を使って、細胞遺伝学的に調べました。その結果、

分裂周期を通じた染色体 DNA の複製様式を捉えることが出来ました。しかし実験材料として

根端分裂組織を使用する不利な点は、細胞分裂が同調しておこらないことです。細胞核内で

起きる微細な変化を誘導する物質を、生化学的に同定することは出来ませんでした。そこで

細胞核分裂が同調しておこる生物を探し始めたところ、湯浅明先生が真正粘菌には多核の変

形体の時期があり、そこでは細胞核分裂が高度に同調化していること、そして実際に粘菌を

使われているお茶の水女子大学の太田次郎先生を紹介して下さいました。観察の結果、粘菌

では細胞核分裂は 100%同調して起こりました。粘菌は非常に魅力的な材料でしたが、クレピ

スで成果をまとめ学位を得ました。 

大学院修了後、東京都立アイソトープ総合研究所に勤めました。ここでは公務としてヒト

の染色体に対する放射線の影響を、Ｘ線技師の血液を遣って調べました。幸い異常はありま

せんでした。公務の後、粘菌を使って電子顕微鏡オートラジオグラフィーで RNA 合成を調べ

ている時、ミトコンドリアが電子密度の高い核をもち、活発に RNA 合成をしていることに気

付きました。次第に粘菌のミトコンドリアの魅力に引き込まれて行きました。この頃、岡山

市の旭川近くの商工会議所で日本電子顕微鏡学会が開催され、東大で 3 年先輩だった研究部

の助手をされていた松島久さんと参加しました。岡山の自然の豊さと、ゆったり流れる旭川、

遡上する稚鮎の群れ、背景にある城の美しさにすっかり魅了されてしまいました。数ヶ月後、

生物科学ニュースに岡山大学の理学部生物学科の「植物形態学」講座（武丸恒雄教授）の助

教授の公募が載りました。応募後半年して忘れかけた頃、採用が決まりました。 

 

1973-1978年「植物形態」学に出会う 

岡山大学は自然に囲まれ、大学構内も広く、構内を横切って東西に小川が流れており快適

な環境でした。理学部生物学科は動物と植物の生理学、形態学の講座と遺伝学の 5 講座があ

り、大学院は修士課程までしかありませんでした。ここで「植物形態学」（ショッケイと呼ぶ）

講座に所属することになりました。前年まで植物形態学者で、ネジモクなどの海藻研究で知

られた猪野俊平教授が定年となられ、キノコを使って形態形成を遺伝学的に研究されていた

武丸先生が教授となられたばかりでした。豪華な広い居室を講師/助教授の小生に譲ってくだ

さいました。ここで自然に親しみながら粘菌の研究を開始し、今日の研究の原点になる真正

粘菌で「ミトコンドリア核（核様体）分裂」を発見しました。最初の学生は日詰雅博さん（キ

トロギア編集長、愛媛大学名誉教授）、翌年には河野重行さん（メンデル協会会長、東大名誉



教授）ら数名ずつ入って来て、研究は一段と進みました。 

4年ほどして大阪大学の神谷宣郎先生の研究室の石上三雄さんが、富山で開催された日本植物

学会で小生の発表を聞き、研究室のセミナーに招聘してくれました。この機会に、田澤仁先生をはじ

め黒田清子先生、永井玲子先生他、神谷研の多くの皆様の知己を得、現在まで続いています。

翌年1977年、定年後、岡崎に建設中の生物科学総合研究機構（現自然科学総合研究機構）基

礎生物学研究所に移られていた神谷先生が、「日本細胞生物学会役員会で岡山に来たから」

と市内のホテルに呼んで下さり、「君も機器など十分に準備のある研究所へ来ないか」、更

に「近くに良い釣り場もありますよ」と誘って頂き、助教授として移りました。講座名は細

胞生物学研究系「細胞機構」研究部門でした。  

 

1978-1984年「植物形態」は科学研究費の項目にあった 

岡崎の研究所に移って暫くして、東京慈恵医科大学におられた新津恒良先生がグループ研

究として小さな 7-8 名ほどのグループ班を組織し、科研費「植物形態」に加えて下さり、こ

の分野の研究者との連携・活動が始まりました。この頃は生物科学における多様性を重視す

る考えがあったのでしょう。「植物形態」の項目がありました。その後、科研費の研究分野と

して 1985 年～1994 年は 「植物形態・分類学」になりましたが、1993 年～2001 年には植物

が無くなり「生物形態・構造」、更に 2016 年～2018 年までは形態・構造となり、更に 2021

年までは小区分 44040「形態および構造関連」となっています。科研費の項目に多様性が失

われるのは、基礎的な研究の発展への入り口が狭くなるようで心配です。 

 

1985-1988年「植物形態学会の設立」 

こうした科研費の項目から見ても、重要である「植物」の項目が失われることを危惧し、

学会創立への動きが始まりました。日本植物学会では学会の前日に関連集会を開いても良い

ことになっていましたので、形態に興味のある有志が集まり、研究発表会を開催していまし

た。一方前述のように、分子生物学や細胞生物学などの発展とともに、植物形態の分野を無

くすか、動物と統合して形態とするということが起きてきました。この頃筆者は基礎生物学

研究所から東京大学理学部植物学教室に移ることになり、この際、遺伝学研究室の飯野徹雄

先生から、自由に研究をしても良いが、(高等)植物に関わる実習や授業などはやって下さい

とのことでした。兼任のためしばらく岡崎と東京を行き来していましたが、東大教養部で、

永らく高等植物の組織を使って植物形態学的研究をされてきた原襄先生と相談する機会が増

えたこと、慈恵医大の新津恒良先生が植物形態に科研費を申請して下さったこと等から、日

本植物形態学会の存在の重要性を認識しはじめ、設立に向け準備を始めました。それまでの

植物形態に関するグループとしては、前述のように、1985年頃から日本植物学会で関連集会

の一つとして活動してきたものが基盤としてありました。 

 

○日本植物形態学会設立準備委員会(1987年 1月 10日、岡崎)： 

原襄先生、新津恒良先生、植田勝巳先生方と相談し、1987年1月10日に15名で、日本植物形

態学会(設立)準備委員会を基礎生物学研究所で開催することになりました（図1）。この学会

の立ち上げ時の一連の作業には、会計関係を根本泰行氏、庶務関係を黒岩晴子氏にやって頂



きました。彼らから聞いた話では、集合時間に遅れそうだった堀輝三先生が「豊橋で乗った

名鉄名古屋本線の車内を後から前まで走って来た」とのことでした。当時の先生の学会設立

にかける意気込みが伝わるような逸話です。 

  

○趣意書と会則（1987年 11月 26日、筑波）： 

その後、原先生を中心に各人がやりとりをし(図 2)、先生が 1987年 10月末までに趣意書(図

3)や会則の原案(図 4)を整理されました。そして 1987年 11月に筑波で開催された第 52回日

本植物学会の関連集会（26日）で、堀先生が責任者となって「日本植物形態学会の設立につ

いて」の委員会を行い、趣意書と会則が正式に提案され、承認されました。発起人は 86名で

した（図 3）。 

 

○第一回日本植物形態学会(1988年 10月 12日、岡山)： 

1988 年 1 月 1 日から日本植物形態学会が発足し、第 1 回大会は岡山大学で第 53 回日本植

物学会の際に開催され、その時の日本植物学会の学会長は千原光雄先生、大会会長は武丸恒

雄先生でした。この第 1 回大会は、原先生を日本植物形態学会の会長として大学構内で開催

することができました。日本植物学会の研究発表プログラムを見ると、大会会長のご配慮か、

他の研究集会が岡山大学の外であったのに、日本植物形態学会は 10 月 12 日に大学内のＢ，

Ｐ会場となっており、他の会議の日程表、関連集会の内容とともに紹介されています（図 5 a, 

b）。それからは会員の皆さんの熱意のお陰で、毎年大会が開催され、順調に学会運営が進ん

できたと思っております。小生の東大での研究室も、以後日本植物形態学会での発表を続け

ました。 

 

○日本植物形態学会の会員名簿： 

1988年 2月には日本植物形態学会会員名簿が出来、155名の会員が記載されています。1990

年には掘先生が世話人となり科研費を植物形態・分類学の分野で申請しておます（図 6）。そ

の後 1995年 12月 31日には 252名に増えています(図 7)。所属、連絡先の他、研究内容とし

て材料やテーマも記載されており、研究者交流に役立ってきたと思います。 

 

○日本植物形態学会会長の時： 

二年ごとに会長が変わり学会設立から 7 年後（1994 年）、事務局が東京慈恵医科大学であ

った時に、小生が会長に選出されました(図 8)。この時、医学や農学系など実学系の学会に

は多くの賞があるのに、基礎生物(植物)学など「非実学」の学問分野ではありませんでした。

教員公募などの応募に際し、賞がある方が有利と聞いていましたが、諸先生方に伺うと、植

物学分野では学術的視点から、賞の設立に反対する方が多いとの事でした（もっともな意見

でもありました）。しかし会長就任後、日本植物形態学会賞等を、河野さんをはじめ多くの先

生方と相談して策定しました。第一回の日本形態学会賞は原襄先生、平瀬賞は植田勝巳先生、

長船哲斉先生、奨励賞は塚谷裕一先生、藤江誠先生の各氏が受賞されています。今手元にあ

る PLANT MORPHOOGY 8, 1996 を読むと、先生方の意気込みや内容の重厚さを感じます。この

冊子体で、当初から 2007 年頃まで 20 年近く、表紙に使われていたイチョウの絵は、田中健

治先生のお嬢さんの田中尚子氏に依頼し、デザインして描いて頂いたものです。 

この頃は、私は日本植物形態学会だけでなく、日本植物生理学会、そして日本植物学会に



も参加していましたので、こちらでも積極的に賞を作りました。日本植物学会では 2003年庶

務幹事の河野さんに細かい点まで全面的に協力して頂きました。日本植物生理学会の賞は、

2004年に西村光雄先生と一緒に策定しました。 

 

2000-現在 「日本植物形態学会の展望」 

○長続き： 

ここに至るまでいろいろな研究社会の展開がありましたが、日本植物形態学会が 30年も順

調に続いていることに驚かされます。やはり研究の根底に、学問として対象を「観て発見す

る」、「観て確認する」、「観て楽しむ」などのことがあるからでしょう。 

 

○若い学生の発表の場、研究交流の場： 

設立の理由にも書いてありますが、学生など未だ研究が十分進展していなかったり、発表

に未熟であったりというような状態であっても、一つの練習の場として、まだ経験の浅い若

い学生の研究も多く発表させて頂きました。これらの発表が若い方も含めて、その後の研究

の発展の基盤となったと確信しております。 

 

○ＰＭは簡単な論文の発表の場： 

日本植物形態学会誌の PLANT MORPHOLOGYは年に 1回の発行です。しかし、若い学生も我々

も、十分に利用させて頂きました。今過去から現在のものまでを眺めると、「役員」「論文」

「総説」「学会賞受賞者ミニレビュー」「受賞理由」「日本植物形態学会大会発表要旨」「大会

について」「研究技術紹介」「研究室紹介」「研究費情報」 「会長挨拶」「事務報告」「会計報

告」等があります。またネットでも配信されています。編集委員会の先生方は大変だったと

思いますが、20年前に掲載された「研究技術紹介」の内容を見ますと、現在引き続き使われ

ているものも多く、執筆された方々は最先端の技術を使い研究され、それを真摯に紹介して

くれていたのだと思います。その他の論文や総説も、また学会賞受賞者ミニレビューを読ん

でも、それぞれの方の研究に対する真摯さが伝わり、大変気持の良いものです。更に最近の

研究論文など読むとその質の高さに驚かされます。 

 

○Atlas of Plant Cell Structure の Springer からの出版： 

2014 年に野口哲子先生が会長の時に Springer より「Atlas of Plant Cell Structure」

(Tetsuko Noguchi ・ Shigeyuki Kawano ・ Hirokazu Tsukaya ・ Sachihiro Matsunaga ・ 

Atsushi Sakai・Ichirou Karahara・Yasuko Hayashi  Editors）が出版されました(図 9)。

内容が藻類から高等植物まで広範にわたっており、どの写真も大変美しく、素晴しいの一言

に尽きるものです。今でも時々見て参考にさせて戴いております。 

 

○Cyanidioschyzon merolae A New Model Eukaryote for Cell and Organelle Biology の

Springer からの出版： 

2018年 Springerより「Cyanidioschyzon merolae  A New Model Eukaryote for Cell and 

Organelle Biology」（Tsuneyoshi Kuroiwa・Shinya Miyagishima･Sachihiro Matsunaga・

Naoki Sato・Hisayoshi Nozaki・Kan Tanaka・Osami Misumi  Editors）が出版されました

（図 10）。多様な分野の研究者の支援を得て、細胞・細胞小器官(オルガネラ)の分裂/増殖



と遺伝の研究に、最適な研究材料としてシゾンを使い成果を得た内容を纏めた構造生物学や

合成生物学にも役立つ本となると自負しています。 

 

○日本植物学会との連携、雑誌「遺伝」、日本植物形態学会誌(Plant Morphology)、そしてそ

れを基盤に韓国講演など： 

2016年に沖縄で開催された日本植物学会で、シンポジウムを河野さんと、河地正伸さんが

立案され、講演者の一人に加えて頂きました。その内容は後に生物の科学「遺伝」71, 2017

に「微細藻類の多様な魅力：分類、進化、ゲノムから形態、藻類バイオまで」河野重行、広

瀬侑、野村真未、加藤美砂子、大田修平、粕山祐一郎、黒岩常祥、河地正伸として紹介され、

更に 2017年に Plant Morphology に Invited Review の特集としても書かせて頂きました。 

今、9 月に韓国での講演を頼まれましたが、これらの総説が資料つくりに非常に参考にな

り、提出資料にも Plant Morphology からの引用を明記しています。 

学会が創設されてから、30年を経て、このように利用できるのは夢のようです。この学会

を基盤に、私達も多くの方々と素晴しい成果を、協調的喜び、楽しみをとおして挙げること

ができたと思います。多くの皆さんの研究がこれを基盤に更に発展されることを期待してい

ます。 
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図１　日本植物形態学会　準備委員会　岡崎
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図２　日本植物形態学会　原先生の手紙
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図３　日本植物形態学会　趣意書
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図４　植物形態学会　会則
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図５a　第１回日本植物形態学会　開催　岡山
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図５b　第1回日本植物形態学会　開催　岡山
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図６　科学研究費申請　総合研究A理学　生物学　植物形態分類学
（代表者　堀輝三先生）
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図７　第1回日本植物形態学会会員名簿　1995年版
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図８　日本植物形態学会　役員選挙
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図９　Atlas of Plant Cell Structure
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図１０　Cyanidioschyzon merolae 
        A New Model Eukaryote for
　　　  Cell and Organelle Biology
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